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科目名 運動器の解剖と機能２ 年度 2025

Anatomy and Function of Musculoskeletal System 2 学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 スポーツトレーナー科三年制  １年次 必／選 選１ 時間数 30

担当教員 加藤 教員の実務経験 有 実務経験の職種 アスレティックトレーナー

【科目の目的】

（公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー必修科目。怪我の予防・応急処置・アスレティックリハビリテーショ
ン・コンディショニングを指導するアスレティックトレーナーとして、身体の構造・機能を熟知しまで知識を有する事が目的で
す。

【科目の概要】

上下肢および体幹部の基礎解剖学と運動学について学びます。

【到達目標】

A.上肢の理解と暗記
B.体幹・下肢の理解と暗記
C.運動器の解剖と機能全体の理解と暗記

【授業の注意点】

授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができません。
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【教科書】

JSPO-AT教本『運動器の解剖と機能』

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】
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評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

科目名

英語表記 Anatomy and Function of Musculoskeletal System 2 学期 後期

各授業の目的

1

年度 2025

授業内容 到達目標＝修得するスキル

1

1

授業テーマ

前期復習 知識確認 1 知識を確認し、覚えていない箇所は復習する
「運動器の解剖と機能
１」知識確認

上肢の構造 上肢の構造を理解し覚える

1

1

上肢の機能 上肢の機能を理解し覚える

1

1

1

1

体幹の構造を理解し覚える 1

体幹の機能を理解し覚える 1

体幹の構造と機能の知識がある

1

下肢の構造を理解し覚える 1

下肢の機能を理解し覚える 1

下肢の構造と機能の知識がある
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